
１１月２２日の午後、中学２年生を対
象として企業説明会が催されました。従
来は市文化会館に企業ごとのブースが出
され、生徒は興味ある企業のブースを訪
ね説明を聞いていました。しかしコロナ
の影響でオンラインでの開催となりまし
た（本校の他、二中、二ツ井中等も参加）。
当日は、あきた白神ツーリズム、しら

かみ看護学院、アキモク鉄工、ハムセン
ター秋田、大和農園、能代電設、能代火 「会社の方が考える能代山本のおすすめ
力発電所の方が説明してくれました。 の場所は？」と質問。担当者は私見とし
あきた白神ツーリズムの担当者から ながら、金勇、風の松原、きみまち阪公

は、観光が地域にもらたす影響、地域の 園などを挙げました。
魅力、集客アップに向けて、魅力の発信 本日の会は進路学習の一環です。この
など多岐にわたり説明していただきまし ような体験を積み重ねる中で、自分の将
た。質問コーナーでは清水友翔さんが、 来について考えていってください。

という手法を
使いました。
３つの選択肢

本校は令和３～５年度の３年間、県教 を教師側が例
育委員会のＩＣＴ活用授業の指定校とな 示し、自分の
りました（全県で６校が指定）。文部科 考えがどれに
学省のＧIGAスクール構想により１人１ 近いかマーキ
台のタブレットが導入されましたが、そ ング。そこにマーキングした理由を各自
れを授業においていかに効果的に使うか が説明し合うことで全体での学びを深め
を研究し、成果を情報発信することが目 ていきました。
的です。 国語科では、
日常的にタブレットや電子黒板を使用 タブレットで各

するのはもちろんですが、授業研究会を 自に転送された
開いて、他の先生の活用の仕方を学んだ 漢詩をもとに、
り、有効な使い方について協議したりす 深い悲しみが感
ることも研究推進には重要です。 じられる部分に
そこで本校では、今年、４回の授業研 線やコメントを

究会の他、指定校としての県教委訪問、 書 き 入 れ ま し
ICT教育推進アドバイザー訪問等、多く た。そして、その画面を共有しながら意
のＩＣＴ授業参観、研究会を計画してい 見交換することで多様な読み取りに気付
ます。 きました。
11月30日には国語科と社会科の授業 生徒はタブレットを日々活用している

研究会がありました。いずれも２年生の ので、操作には慣れた様子。サクサクと
学級の授業で、国語科は保坂由希子先生、 タブレットを活用していました。今後と
社会科は田中嘉志先生が授業者です。 もＩＣＴの活用方法を研究し、楽しく分
社会科では、ＩＣＴでポジショニング かる授業を創り上げていきます。

中学生ふるさと企業説明会

ＩＣＴを活用した授業研究


